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第１章 発達障害者のワークシステム・サポートプログラムと問題解決技能ト

レーニングの概要

１ 発達障害者のワークシステム・サポートプログラム 

（１）プログラム開発の経緯 

職業センターでは、発達障害の特性に対応した就労支援のノウハウを蓄積するた

めに、平成1 7年度より知的障害を伴わない発達障害（自閉症、アスペルガー症候

群、学習障害、注意欠陥多動性障害）を有する方々の障害特性に応じた就労支援プ

ログラム（発達障害者のワークシステム・サポートプログラム。以下「プログラム」

という。）の開発を進めています。 

＜詳細につきましては、障害者職業総合センター職業センターのホームページをご覧くださ

い。 http://www.nivr.jeed.go.jp/center/center.html＞

プログラムのスキームは、有識者検討会議 １ ）において「発達障害者が円滑に職業

生活へ移行するためには①就職前の個別的なアセスメント、及び②職場への適応時の

本人及び事業所に対する支援が必要である」と示されたことを受けて、個別と集団の

両場面、知識・スキルの習得場面、実際に作業を体験し、習得したスキルを活用する

場面、個別の課題について取り上げる場面を設定し、職場への適応を意識した個別的

なアセスメントとスキルの向上に重点を置いたものとなっています。 

●有識者検討会議１ ）

職業センターが平成 16 年度に開催した「発達障害者の職業リハビリテーション支援技法

の開発に係る有識者検討会議」。医療・教育・福祉・職業の各領域の有識者による本会議と

実践経験者によるワーキンググループの 2 構成により開催された。（実践報告書 No.17）  

（２）プログラムの基本構造 

プログラムは、グループワーク主体の「就労セミナー」と、「作業」、「個別相談」

により構成しており、この３つを関連付けながら、「発達障害者の多様な障害特性や

職業上の課題についての詳細なアセスメント」と、それに基づいた「職場対人技能等

のスキル向上」を目指しています。 

実際には、１期、13 週間（「ウォーミングアップ・アセスメント期」を ５週間、「個

別カリキュラムに基づく職務適応実践支援期」を８週間）のプログラムの中で、作業

面、対人面、ストレス対処、場面変化への対応等について、個々人の障害特性や職業

的課題のアセスメントを行い、その結果に基づいて各種のスキル向上支援を行ってい

ます。
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① 「就労セミナー」の概要 

「就労セミナー」では、４つの技能トレーニングの場面を設定し、発達障害の三つ

組の特性等のアセスメントを行い、その結果に基づき、自己の特性の理解とその対処

方法の習得を目的としたスキル向上支援を行っています。 

 

【問題解決技能トレーニング】 

発達障害のある方の対人面やストレス対処等における課題について、米国でアス

ペルガー症候群のある方のパニック防止を目的に開発された「ＳＯＣＣＳＳ法」の

基本コンセプトを援用して、発達障害のある方自身が問題の発生状況や原因を把握

し、現実的な問題解決策の選択に係るスキル向上を支援しています。 

【職場対人技能トレーニング】 

職場で一般的に想定される対人コミュニケーション課題を設定し、グループワー

クの中で、発達障害のある方自身によるロールプレイや意見交換を行いながら、職

場で必要となる対人コミュニケーションのスキル向上を支援しています。 

【リラクゼーション技能トレーニング】 

発達障害のある方が個々の障害特性に応じたストレス対処技能を習得できるよう、

呼吸法、ウォーキング、ストレッチ等のリラクゼーションを実施し、これらの活用状

況を確認しながら、個人ごとに最適なストレス対処のスキル向上を支援しています。

 

【マニュアル作成技能トレーニング】 

職業センター及び事業所の協力を得て実施する作業体験を通して、多様な作業種

目について作業手順書の作成演習を行い、職務遂行のマニュアル化のスキル向上を

支援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労セミナー(各技能トレーニング内容)

問題解決技能トレーニング
問題の発生状況や原因を把握し、

現実的な問題解決策を選択できる
よう支援します。

問題解決技能トレーニング
問題の発生状況や原因を把握し、

現実的な問題解決策を選択できる
よう支援します。

職場対人技能トレーニング

職場で必要となる対人コ
ミュニケーションのスキル
向上を支援します。

マニュアル作成技能トレーニング

作業手順書の作成演習を
行い、職務遂行上のスキル
向上を支援します。

リラクゼーション技能トレーニング
個々人の障害特性に応じたス

トレス対処技能を習得できるよ
う支援します。

＜ストレスボール＞ ＜休憩のための個別ルーム＞

スキル向上支援については、職業センター内及び事業所の協力を得て実施する作業

体験を通した作業遂行スキルの向上の他、就労セミナーにおいて「問題解決技能」、

「職場対人技能」、「リラクゼーション技能」、「マニュアル作成技能」の４つのトレー

ニングを実施し、様々な場面環境への適応スキル向上を図っています。 

 

 

 
 

職務適応実践支援期

【８週間程度】

①ウォーミングアップ・アセスメント期で作成した
支援仮説の検証

②職場適応支援等の就労支援を想定した個別状況
に応じた支援方法の整理

ウォーミングアップ・アセスメント期

【５週間程度】

①支援をしながら、環境との関係を含め、受講者の
状態像を把握

②受講者個々の状況に応じた支援方法の仮説作り

①就労セミナー ・問題解決技能トレーニング
・職場対人技能トレーニング
・リラクゼーション技能トレーニング
・マニュアル作成技能トレーニング

②作業 ・作業手順書に従った作業
・指示→作業準備・予定・計画
→作業遂行→確認→報告 等

③個別相談 ・相談／インタビュー
・必要に応じて各種検査・チェックリ
ストの実施

①就労セミナー ・実際の職場を想定した練習場面

・ウォーミングアップ・アセスメント期

の各技能を組み合わせて実施

②作業 受講者の状況に応じた作業の実施

・事務・ＯＡ・実務作業

・職場実習 等

③個別相談 個別スキルの向上

ナビゲーションブック

④必要に応じて個別プログラムの実施

【利用後の進路 】【 利 用 経 路 】

関係機関・家族との
連絡会議

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 発達障害者のワークシステム・サポートプログラムの概要
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図１ 発達障害者のワークシステム・サポートプログラムの概要
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③ 「個別相談」の概要 

「個 別相 談」 では 、就 職活 動や プロ グラ ム、 対人 関係 等に 関す る相 談 の ほ

か、 求職 活動 スキ ルの 向上 、個 別課 題へ の対 応・ 解決 スキ ルの 向上 に関 す る

支援 を行 って いま す。 また 、障 害特 性、 職業 的課 題と それ に対 応し た合 理 的

配慮の 内 容を記 載 したナ ビ ゲーシ ョ ンブッ ク ２ ）の作 成に 関する 支 援を、 受 講

者個々人の状況に応じて実施しています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

受講者が作成したナビゲーションブックの例  

●ナビゲーションブック２ ）  

 受講者自身が、プログラムでの体験等をもとに、自身の特徴やセールスポイント、障害特性、

職業上の課題、事業所に配慮を依頼すること等を記載したもので、自身の特徴等を事業主や支

援機関に説明する際に活用するツール。  

② 「作業」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑥データ入力】 

【④ピッキング】 

【⑧ファイリング】

【①作業の進め方の確認】 

【③伝票処理】 

【②作業メモ】 

【⑤袋詰め】 

作業例 

【⑦データチェック】 

　「作業」では、各種の作業環境（作業課題、作業方法等）を設定し、受講者個々

人の多様な障害特性や職業上の課題に関する詳細なアセスメントを行い、その結果

に基づいて、作業遂行力や集団作業での適応力を向上させることを目的とした支援

を行っています。 
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（３）プログラムの基本的な考え方 

プログラムは、発達障害の特性を考慮して、支援を効果的に進めるために、次の考

え方に基づいて行っています。  
 
① 「就労セミナー」、「作業」、「個別相談」による三位一体の運営 

プログラムの運営にあたっては「就労セミナー」、「作業」、「個別相談」の関連づけ

が重要と捉えています。  
「就労セミナー」、「作業」、「個別相談」は、個々人の障害特性や職業上の課題を把

握するために重要なアセスメント場面であり、かつ一人ひとりの状況に合わせたスキ

ルの向上を支援する場面でもあります。具体的な課題のアセスメントやスキルを試行

し般化していくためにも、それぞれの場面を横断的に見ていく必要があります。  
 例えば、図２のように、職場対人技能トレーニングを通じて「報告」について学習

したとします。次に作業場面では、その学習したスキルを試すために「報告」を取り

入れ試行し、適切か否かアセスメントします。続いて個別相談場面において、作業場

面でアセスメントした結果を受講者と共有し、受講者にふさわしいスキルに改善して

いきます。さらに、再度作業場面で、そのスキルを試して受講者に適したスキルに整

えていきます。このような活動を繰り返し、場面を関連付けることで、その目的・必

要性・影響・タイミング等を理解し、はじめてスキルが般化していくものと考えてい

ます。  
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２ 問題解決技能トレーニング 

 
 

（１）問題解決技能トレーニングの概要 

 

問題解決技能トレーニングは、ワークシステム・サポートプログラムにおいて「就

労セミナー」の一環として行っています。発達障害のある方の特性を考慮して、問題

の分析、解決方法の検討を効率的・効果的に進めるためのトレーニングです。発達障

害に起因する職業上の課題について、受講者自らが問題の発生状況や原因を把握し、

現実的な問題解決策を選択できるようにすることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達障害のある方が抱える問題は多岐にわたりますが、これらの問題の背景には、

社会性や想像力の不足等の障害特性や、情報処理の過程（情報の受信→判断→送信）

３ ）に課題を抱えている場合があります。 

 

 

３ ）  

本プログラムでは、人が行動する時の情報処理（認知）の過程における機能を「認知機

能」と呼んでいます。また、その過程における受講者個々人の特徴を「認知特性」と呼ん

でいます。  

具体的には、「受信」で情報を取り込み、「判断」で取り込んだ情報に基づき自分が取る

べき行動やその場面の捉え方を判断し、「送信」で言動として表に出すこととしています。 

発達障害者への支援方法を考える際に、どの部分につまずきがあるのかによって、アプ

ローチが変わってくるため、この考え方に基づいたアセスメントは重要であると考えてい

ます。  

 

 

 

問題解決技能トレーニングの位置づけ

就労セミナー
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ワークシステム
・サポートプログラム 問題解決技能
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マニュアル
作成技能

トレーニング
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●「情報の受信→判断→送信」

②  自発的な振り返りと特性への気付き 

 指導にあたっては、スタッフが一方的にアセスメントやスキル向上の支援を行うの

ではなく、受講者が特性・課題について自己理解を深め、自発的に必要なスキルを獲

得できるよう留意しています。  
 そのため、まずはプログラムの目的（図３）を明確にし、理解を促しています。目

的の理解は、自発的な取り組みを促すためにも、受講開始前のみならず、受講期間中

をとおして、また各技能トレーニングにおいて何度でも確認していくことが重要です。

そうすることで、目指す方向性からずれること無く、プログラムを効果的に進められ

ると考えられます。  
次に、各トレーニング終了後、受講者は「ふりかえりシート」等に学習したスキル、

気づいた特性・課題、対処方法等を記入し、それを基にスタッフと日々振り返りをし

ています。また、ここで気づいた内容を整理することで、改めて自身の特性に気づき、

就職に向けた準備を自発的に整えることが可能となります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ プログラムの目的イメージ図  

図４ 「ふりかえりシート」の様式と記入例  
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◆考察…なぜそのような結果になったか、気付いたこと、具体的な解決策、次に活かしたいこと　等
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当初、本トレーニングは、個々の受講者が抱える個別の課題について、集団場面で

意見交換を行うスタイルを検討しました。しかしながら、受講者によっては、集団場

面で個別課題を取り上げることに抵抗感を示したり、フラッシュバックを起こす危険

性が予想されたため、平成 17 年度は、集団場面で一般的な課題を取り上げ、トレー

ニングの趣旨を説明し、個別相談において受講者の課題解決に向けた支援を行うこと

にしました。 

その結果、個別相談での支援者との１対１対応では、どうしても支援者が回答を誘

導する形となり、受講者の個別課題へのアプローチが深まらない問題が確認され、再

度個別課題に対するトレーニングの実施方法について検討を行いました。 

平成 18 年度は、個別相談での解決に向けた支援を行うことに併せて、集団トレー

ニングにおいて同様の障害特性を有する受講者間でお互いの課題を共有し意見交換

を行いながら、問題解決を図る支援を実施しました。 

各支援段階における実施内容については、ウォーミングアップ・アセスメント期に

は模擬的想定場面演習、職務適応実践支援期では個別課題の対応・解決スキル向上と

しています。 

その後も、受講者がよりトレーニングに取り組みやすくするために、改良を加えま

気持ち」や「相手への影響」、「相手の気持ち」を確認することで、状況に対する捉 

え方を多面的な視点で整理できるようにしました。 

また、「Ｏ：選択肢 Options」の前段階に「目標の設定」という段階を設け、解決

策の検討をスムーズに行えるよう配慮しました。それに伴い、ワークシートについて

も当初活用していた「ＳＯＣＣＳＳ法実施用紙」から現在の「問題状況分析シート」

へと改良を行いました。 

このワークシートの内容は、ホワイトボードに記載し、受講者と一緒に確認してい

くことで、情報の視覚化・構造化に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

した。まず「Ｓ：状況把握 Situation」の段階に比重を置き、「行動した時の自分の

また、受講者の中には、それぞれの抱える思考や行動の特異性が児童期・青年期を

通じて非常に深く形成されてしまい、行動や考えが他者と顕著に異なることについて

自責の念に駆られたり、周囲からのいじめにより自己効力感を低下させている者、う

つ症状等の二次障害を抱える者も少なくありません。 

通常、何か問題が起きた場合、①問題状況に気づき、②要因や背景を客観的に分析

し、③現実的に対応可能かどうか又は効果の有無を判断し、④事前にシミュレートを

行い、⑤行動に移すという一連の過程を、“何気なく、即時的に”対処していること

が多く、仮に選択行動を誤ったとしても、再度効果等の検証を行い、新たな対処方法

を“自然に”選んでいることが多いように思われます。 

しかし、発達障害のある方は、その障害特性から一連の流れを適切に遂行すること

が困難であることが多く、問題解決の過程に何らかのつまずきを起こしてしまう可能

性があります。 

そこで、問題解決技能トレーニングは、こうした認知の特徴をふまえ、受講者自ら

対処方法を検討する目的で、米国カンザス大学のブレンダ・スミス・マイルズが、教

育場面におけるアスペルガー症候群の子どもたちのパニック防止を目的に開発した

「ＳＯＣＣＳＳ法」４ ）の基本コンセプトを援用して実施しています。 

 

 

４ ）  

「ＳＯＣＣＳＳ法」は Jan Roosa が考案した方法をもとに Brenda Smith Myles が開発し

ました。社会性または行動的問題を系統的にまとめていくことで、ソーシャルスキルに障

害のある子どもたちの社会的場面の理解や、問題解決スキルの育成を手助けする方法です。

この方法によって子どもたちは因果関係を理解し、また多くの状況において、結果は自分

たちの判断で変えることができるのだということに気づいていきます。通常、社会的場面

が起こったあとに用いられ、子どもが自分に何が起こったかを理解し解釈するよう手助け

をします。問題を解釈するために作成された方法ですが、ソーシャルスキルを教えるため

にも使うことができます。つまり、教師は子どもが今後突き当たりそうな問題を見極めて、

そうした状況が実際に起こる前に子どもが対処法を計画できるよう、「ＳＯＣＣＳＳ法」で

その問題に取り組んでいくことができるのです。この方法は、状況と子どものニーズに応

じて、子どもと 1 対 1 で用いてもいいでしょうし、グループで教えることもできます。  

（発達障害がある子のための「暗黙のルール」マナーと決まりがわかる本より）  

 

 

 

問題解決技能トレーニングの各段階は、「ＳＯＣＣＳＳ法」をもとに「Ｓ：状況把

握 Situation」、「Ｏ：選択肢 Options」、「Ｃ：結果予測 Consequences」、「Ｃ：選択

判断 Choices」、「Ｓ：段取り Strategies」、「Ｓ：事前試行 Simulation」で構成され

ています。認知機能（情報の受信→判断→送信の機能）を、目に見える形で取り出す

ことで、一般的な処理過程を理解し、さらに受講者自身の問題解決に係るスキル向上

を目指しています。 

●「ＳＯＣＣＳＳ法」
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●「ＳＯＣＣＳＳ法」
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また、参加している他の受講者も、問題状況を一緒に分析・把握し、その時の他人

の気持ちを想像したりすることで、自分自身の問題に気づくきっかけになる場合があ

ります。自身が提案した解決策が採用されることは達成感につながると考えられます

が、採用されない場合でも、様々な考え方があることに気づき、多くの案を検討する

ことの重要性を認識できるよう促すことが大切です。  
 

④  支援者は受講者の認知特性をアセスメントする 

（１）で前述したとおり、発達障害のある方は情報処理に係る認知機能（情報の受

信→判断→送信）に特徴が見られます。問題解決技能トレーニングでは、問題提起者

から問題状況を詳しく説明してもらい、他の受講者はその内容を聞き取り、問題状況

分析シートに記載していきます。整理し把握できた内容については、問題提起者だけ

でなく、他の受講者からも発言してもらいます。そうすることで、支援者は受講者そ

れぞれの情報の受け止め方（受信）の特性を把握することができます。 

また、問題の解決策案についてもトレーニングに参加している受講者から、できる

だけたくさん意見を出してもらうことにしています。それぞれの受講者がどのような

意図で発言したのかを確認することで、物事の捉え方と分析の仕方（判断）について

の特性を把握することにつながります。思いこみが強い受講者は、問題提起者が説明

した内容から外れ、独特の解釈を加えた発言を行う場合があります。このような場合

は改めて問題提起者に状況を確認する中で、正確な情報を共有していくことが必要に

なります。 

さらに、解決策を実際に行動に移すためには、個別に段取りと事前試行を行います。

その際、問題提起者が実際に行動に移す際に戸惑ったり、別の解決策を希望したりす

ることがあります。ここでは、問題提起者の行動特性（送信）も含めた特性把握が可

能になります。 

このように支援者にとっては、問題を提起した受講者はもちろんのこと、そのトレ

ーニングに参加した受講者それぞれの認知特性をアセスメントする重要な機会となり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）問題解決技能トレーニングの基本的な考え方 

問題解決技能トレーニングを効果的に進めるために、次の考え方に基づいて行って

います。  
 

①  問題の発生状況や原因を把握するスキルを習得する 

Channon と Crawford らはアスペルガー症候群の青年 15 名の症例から、問題解決

における困難性について言及しています。その中で、問題場面に関連する事実を正確

に思い出すためにより多くのプロンプト（手がかり）を必要とすることが示唆されて

います。 
情報を引き出すために適切な方略を使うとか、出来事の細部の説明を自動的に引き

出すとか、いずれかにおける実行機能の困難さに関連している可能性が高いことが考

えられます。  
実際、受講者との相談の中で、問題場面における自分の行動を含め、周囲の状況が

よく把握できていない様子が見られます。発達障害のある方が、問題状況に気づき、

それを正確に把握し、説明するためには、支援者がプロンプト（手がかり）を示し、

丁寧に確認していくことが必要です。これが、「問題の明確化」につながります。トレ

ーニングを重ねることで、プロンプト（手がかり）があれば、自分で問題の発生状況

や原因を把握できるようになることを目指しています。 
 

②  より適切で現実的な問題解決策を選択できることへの気づきを促す 

Channon と Crawford らはアスペルガー群と正常発達群が考え出した解決法の数に

優位差はないものの、考案された解決法の質、特に社会的適切性の低さを指摘してい

ます。アスペルガー症候群の青年が考えた解決法は、未熟なだけでなく、奇妙であっ

たり過激であったりするものが含まれていることも示唆しています。  
そこで、本トレーニングでは、質の高い解決法、言い換えれば、より適切で現実的

な解決法の選択について気づいてもらうことを目指しています。特に、グループワー

クにより、他の受講者からも複数の意見が出されることから、問題を解決するにあた

っては多くの選択肢があることを知ることができます。さらに、問題に対する新たな

解決策に気づくことにもつながります。  
 

③  自身の思考、行動の特徴や他者の考え方への気づきを促す 

受講者の中には、物事がうまくいかない困難な状況の中で、決まりきったわずかな

対応方法しか思いつかず、同じやり方で対応して同じ失敗を繰り返してしまう人もい

ます。本トレーニングは、こうした自分が陥りやすい思考や行動の特徴について改め

て考える機会となります。問題提起者は、問題の状況について詳しく分析していく中

で、自分と相手の行動や気持ちを振り返ったり、想像したりすることで、状況の理解

をより深めることができます。さらに、他の受講者の意見を聞くことで、自分の思考

や行動の偏りについて気づいたり、様々な考え方を知ることもできます。  
自分の選択した解決策が妥当であることを他の受講者に確認し、安心感を得ること

で、解決策を実行することへの意欲につながります。 
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